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健康経営の心について。

最近読んだ本の中で、「悩んだボスが禅問答の一つについて自分の事
に置き換えて考え、問題は解決しないが心はおだやかに静まり気付か
された」とのくだりを読みました。関心を持った私は初めての禅問答
をネットで調べてみると、禅問答は答えを探すことを通じて自分の心
の動きや思い込みを気付かせるものだそうです。禅では、心を無理に
空っぽにしようとするのではなく、怒りや不安、欲やこだわりが生ま
れたとき、自分の心の癖や思い込みを知ることに価値があるとされて
います。早速、私は紀伊国屋書店で初心者向け禅問答の本を買いまし
た。面白かったら続編します。
今日は「報連相」の大事さについてお伝えします。報告・連絡・相

談は決して難しいことではありません。仕事をしていて、何か変化が
あったとき、困ったとき、判断に迷ったときに、途中経過を共有する
ために、周りの人に一言伝える。それが報連相です。



報連相は部下だけがするものではありません。上司も同僚もお互いに
声を掛け合うことが大切です。先日、東部日光線の駅で除草作業中の
作業員４人が特急列車にはねられ死亡した大変痛まし事故がありまし
た。東部鉄道が公表した中間報告にある原因の一つで、「見張り員は
次の列車が来るまでの時間が短いのになぜ作業員が線路上を進んでい
るのか」と疑問に感じました。しかし、「その見張り員は代理人に意
見を述べると怒られると思った」として疑問を伝えませんでした。
「ちょっといいですか、気になる事があります、聞いてください。」
これが普通に言える会社・職場にしましょう。上司は周りが言い易
い・相談し易い環境を作り、部下や報告する側は遠慮せず早めに正直
に伝えましょう。この報連相の徹底が、小さな異常や疑問を早く共有
し、大きな事故やトラブルを防げる対策になります。
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